
 

 

    

 

 

 

 

陸前高田市、独立行政法人都市再生機構（以下、「ＵＲ」）、清水・西松・青木あすなろ・オリエン

タルコンサルタンツ・国際航業陸前高田市震災復興事業共同企業体（以下、「陸前高田ＪＶ」）が３

者連携の下、東日本大震災で被災した陸前高田市の高田地区及び今泉地区において進めてきた「陸

前高田市震災復興事業の工事施工等に関する一体的業務」（令和３年度に完了）が、令和４年６月

10日に土木学会賞技術賞（Ⅱグループ）を受賞しました。 

土木学会賞は、大正９年に創設され、現在技術賞を含む 10区分があります。昭和 40年から創設

された技術賞のうち、Ⅱグループは、土木技術の発展に顕著な貢献をなし、社会の発展に寄与した

と認められる画期的なプロジェクト（新設プロジェクトのみならず更新やリノベーションプロジェ

クト等も含む）に授与されます。 

津波防災のために高台部を掘削し、低地部をかさ上げするという超大規模土工事を実施するにあ

たり、大量の土砂を運搬等するこれまでに類を見ない大型のベルトコンベアを用いることで、ダン

プであれば８年以上を要する運搬期間を２年半に短縮したことや、ICT の活用等により効率的な施

工を実現し、周辺道路の交通量や地域住民の生活環境等に配慮しながら、早期復興を実現したこと

が評価され、受賞にいたりました。 

 

 

 

 

 

 

 

本業務実施地区である高田地区及び今泉地区においては、大型商業施設（アバッセたかた）の

オープンや、公園や図書館等の公共公益施設が整備される等まちづくりの推進に貢献しました。 

東日本大震災による津波被災地域においてＵＲが実施してきた、22 地区、1,314ha 全ての復興

市街地整備事業は令和３年度に完了しました。 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

ＵＲ 本社  

技術・コスト管理部 建設マネジメント室  （電話）０４５－６５０－０３８８ 

震災復興支援室 企画課          （電話）０４５－６５０－０８７６ 

広報室 広報課              （電話）０４５－６５０－０８８７ 

令和４（2022）年６月 10日 

独立行政法人都市再生機構 

 

令和３年度土木学会賞技術賞（Ⅱグループ）を受賞 

～陸前高田市震災復興事業の工事施工等に関する一体的業務～ 

 

虹とベルトコンベア  (H27.２撮影 今泉地区からベルトコンベアを望む) 

H 

アバッセたかた周辺 (出典:ＵＲフォト＆スケッチ展応募作品Ｈ30 年度） 



 

■本業務の概要 

ＵＲは、東日本大震災からの早期復興のために、新たに復興ＣＭ方式※の制度設計を行い、復興

市街地整備事業を実施した 22 地区のうち、

本業務実施地区を含む 19 地区において復興

ＣＭ方式を導入しました。 

その中で、高田地区及び今泉地区において

実施した「陸前高田市震災復興事業の工事施

工等に関する一体的業務」は、陸前高田市、

ＵＲ、陸前高田ＪＶの３者が連携し、三位一

体となって整備を進めました。 

早期復興が求められる中で、高田地区と今

泉地区では、両地区合わせて約 300haという広大なエリアにおいて、今後の津波防災のために、高

台部を掘削し、低地部をかさ上げする、月平均 30万 m3、計 1,200万 m3という大量の土砂を運搬等

する超大規模土工事を実施する必要がありました。そこで、ベルトコンベアを用いることにより、

ダンプであれば８年以上を要する運搬期間を２年半に短縮したことや、盛土材のトレーサビリティ

管理や当時先端的であった ICT の活用等に

より効率的な施工を実現し、周辺道路の交通

量や地域住民の生活環境等の周辺環境に配

慮しながら、早期復興を実現し、受賞にいた

りました。 

また、平成 27 年度には土木学会賞技術賞

（Ⅰグループ）を「東日本大震災で被災した

市街地復興プロジェクトを支える復興版Ｃ

Ｍ方式（女川駅周辺地区の早期復興を実現し

たチーム女川からの発信）」で受賞しています。 

※復興ＣＭ方式：コストプラスフィー契約・オープンブック方式等の先導的な仕組みを取り入れ、事業主体であ

る市町、ＵＲ、ＣＭＲ（コンストラクションマネージャー）が三位一体となった実施体制を構築し、進めた方式

です。本業務実施においては、陸前高田ＪＶがＣＭＲを担いました。 

■関連リンク 

ＵＲの東日本大震災の復興支援（https://www.ur-net.go.jp/saigai/index.html） 

ＵＲが取り組む復旧・復興支援（https://www.ur-net.go.jp/re/index.html） 

復興ＣＭ方式の効果分析報告書（https://www.ur-net.go.jp/saigai/fukkocm/index.html） 

土木学会賞技術賞受賞一覧  （https://www.jsce.or.jp/prize/prize_list/2_gijutu.shtml） 

 

UR都市機構の歩みは戦後の住宅不足解消に端を発しています。1955年から様々なステークホルダーと

ともに、時代時代の多様性に即し、安全・安心・快適なまちづくり・くらしづくりを通して、「人が輝く

“まち”」の実現に貢献してまいりました。そしてこれからも、変化する社会課題に挑戦し続けることで

皆さまにお応えし、「人が輝く”まち”」づくりに不可欠な存在でありたいと考えております。これまで

培ってきた持続可能なまちづくりのノウハウをいかし、都市再生事業・賃貸住宅事業・災害復興支援・

海外展開支援に全力で取り組んでまいります。 

https://www.ur-net.go.jp/ 

破砕機とベルトコンベア （H26.７撮影 今泉地区高台からベルトコンベアを望む） 

復興ＣＭ方式の実施体制図 （出典：復興 CM 方式の効果分析報告書 UR） 
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